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摘 要 
本論文では、環境倫理学のさまざまな議論を用いて、太陽光発電施設の問題を読み解くことを試みた。特に、
太陽光発電施設の批判側の議論の中にある、〈環境にやさしい技術が環境を壊している〉という矛盾に対する
憤りや、地域エゴ・NIMBYと言われかねない言説を取りあげ、紛争解決を考えた場合にそれらの意見をどう
捉えたらよいかを考察した。そのうえで、太陽光発電施設を設置する際に考慮すべき点として、（1）太陽光
発電施設が人間の利便性のための施設である点を自覚して、設置方法や設置場所、利益配分などを考慮すべき
こと、（2）合意形成のためには、地域の声を圧殺してはならないことを提言した。 
 
Ⅰ 環境倫理学とは何か 
 
私の専門は環境倫理学である。環境倫理学とは、
環境問題に対して倫理や価値、規範という観点か
ら応答を行おうとする学問分野である。そこには
大きく分けて三つの議論の流れがある。第一に、
アメリカの哲学者・倫理学者たちによって 1970年
代に議論の大枠が作られ、現在に至る流れがある。
そこでは「自然」の価値や権利が問題にされ、「自
然には内在的な価値があるか」、「自然物にも生き
る権利を認めるべきではないか」といったことが
熱心に論じられた。第二に、加藤尚武が 1990年代
にアメリカの議論を導入した際につくった枠組が
ある。加藤はアメリカで主流となっていた①「自
然の権利」論に加えて、②「世代間倫理」（将来世
代の権利を考慮すべき）と③「地球有限主義」（地
球の有限性を学問や政策の前提とすべき）という
テーマを環境倫理学の三つの基本主張として提示
した。これは現在では高校の倫理の教科書にも採
用されており、日本の環境倫理学の基本テーゼと
なっている。加藤自身は、そこから地球環境問題
に応答すべく、グローバルな政策論や資源・エネ
ルギーの管理論を展開していった。第三に、鬼頭
秀一が 1990年代に提唱し、多くの環境問題の研究
者に受け入れられている「ローカルな環境倫理」
という枠組がある。鬼頭は、自然と人間とのかか
わりの問題を中心に据えて、アメリカの議論が一
面的な自然観に基づくものであることを批判し、
現場における多様な自然観に立脚した「ローカル
な環境倫理」の構築を唱えた。鬼頭は環境倫理の
探求を哲学者・倫理学者が独占するのではなく、
フィールドワークを行い、現場を理解している研
究者たち（社会学者・文化人類学者・生態学者）
の知見を活かした「学際的な環境倫理学」が必要
だと主張している１）。以上のように、三者の議論
はその主張や枠組が著しく異なっているため、環
境倫理学は三種類ある、と考えたほうが理解しや
すいと思われる。 
 
Ⅱ 環境倫理学の視角からみた太陽光発電施設を
めぐる紛争 
 
1. 推進側と批判側の論考から 
この三種類の環境倫理学の視角から、太陽光発
電施設をめぐる紛争はどのように分析できるだろ
うか。以下では、太陽光発電施設の利点と問題点
